
(57)【要約】

体内を視認し、かつ、体内の或る位置から物体を回収す

るための医療用装置であり、この医療用装置は、作業チ

ャネルを定める管を有する内視鏡と、物体を絡め取るこ

とのできる捕獲籠とを備えている。本発明の実施形態で

は、捕獲籠が鞘部材を必要とはせず、作業チャネルに通

して配置されるため、内視鏡が鞘部材の無い捕獲籠を収

容したり作動状態にさせたりするように作用する。本発

明の別な実施形態では、端部に輪環を設けた１本の押し

ワイヤを鞘部材の代わりに使用して、捕獲籠の開閉を制

御する。本発明の別な実施形態では、捕獲籠を包囲して

いるテーパ状で漏斗型の鞘部材を使用して、捕獲籠を収

容したり作動状態にさせたりする。本発明は捕獲籠の断

面プロファイルを最小限することで、作業チャネルにお

ける流体の流量を向上させている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
体 内 を 視 認 し 、 か つ 、 体 内 の 或 る 位 置 か ら 物 体 を 回 収 す る た め の 医 療 用 装 置 で あ っ て 、
作 業 チ ャ ネ ル を 定 め る 管 を 有 す る 内 視 鏡 と 、
物 体 を 絡 め 取 る こ と の で き る 、 鞘 部 材 の 無 い 捕 獲 籠 と を 備 え て お り 、 鞘 部 材 の 無 い 捕 獲 籠
は 作 業 チ ャ ネ ル に 通 し て 配 置 さ れ て お り 、
内 視 鏡 は 鞘 部 材 の 無 い 捕 獲 籠 を 収 容 し た り 作 動 状 態 に さ せ た り す る よ う に 作 用 し 、
鞘 部 材 の 無 い 捕 獲 籠 は 作 業 チ ャ ネ ル を 通 る 流 体 の 流 れ を 促 進 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 鞘 部 材 の 無 い 捕 獲 籠 は 前 記 内 視 鏡 に 関 し て 軸 線 方 向 に 移 動 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 鞘 部 材 の 無 い 捕 獲 籠 は 、 細 長 い 部 材 と 、 細 長 い 部 材 の 遠 位 端 に 連 結 さ れ た 複 数 の ワ イ
ヤ を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 鞘 部 材 の 無 い 捕 獲 籠 は 、 前 記 内 視 鏡 に 関 し て 近 位 方 向 に 前 記 細 長 い 部 材 を 軸 線 方 向 に
引 っ 張 る こ と に よ り 、 内 視 鏡 の 内 部 に 後 退 さ せ ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に 記 載
の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 鞘 部 材 の 無 い 捕 獲 籠 は 、 前 記 内 視 鏡 に 関 し て 遠 位 方 向 に 前 記 細 長 い 部 材 を 軸 線 方 向 に
押 す こ と に よ り 作 動 状 態 に さ せ ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 鞘 部 材 の 無 い 捕 獲 籠 が 作 動 状 態 に な る と 、 ル ー プ 状 に な っ た ワ イ ヤ が 拡 張 す る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 鞘 部 材 の 無 い 捕 獲 籠 の 設 置 は 、 前 記 内 視 鏡 を 所 望 の 位 置 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 達 成
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 内 視 鏡 は 可 撓 性 に 富 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 内 視 鏡 は Ｕ 字 状 ま た は Ｊ 字 状 に 撓 ま さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 医 療
用 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 鞘 部 材 の 無 い 捕 獲 籠 は 、 前 記 細 長 い 部 材 の 外 表 面 と 前 記 管 の 内 表 面 と の 間 の 面 積 を 増
大 さ せ る こ と に よ り 、 作 業 チ ャ ネ ル を 通 る 流 体 の 流 れ を 促 進 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 ３ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
体 内 を 視 認 し 、 か つ 、 体 内 の 或 る 位 置 か ら 物 体 を 回 収 す る た め の 医 療 用 装 置 で あ っ て 、
先 端 部 お よ び 作 業 チ ャ ネ ル を 定 め る 管 を 有 し て い る 内 視 鏡 と 、
作 業 チ ャ ネ ル の 全 長 に 亘 っ て 延 び る 内 視 鏡 の 管 に 挿 入 さ れ る 、 畝 状 体 を 設 け た 捕 獲 籠 鞘 部
材 と を 備 え て お り 、 畝 状 体 を 設 け た 捕 獲 籠 鞘 部 材 は 管 腔 を 定 め て お り 、
該 医 療 用 装 置 は 、
物 体 を 絡 め 取 る こ と が で き る 捕 獲 籠 装 置 を 更 に 備 え て お り 、 捕 獲 籠 装 置 は 畝 状 体 を 設 け た
捕 獲 籠 鞘 部 材 の 管 腔 内 に 配 置 さ れ 、
畝 状 体 を 設 け た 捕 獲 籠 鞘 部 材 は 作 業 チ ャ ネ ル を 通 る 流 体 の 流 れ を 促 進 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 畝 状 体 を 設 け た 捕 獲 籠 鞘 部 材 は 複 数 の 軸 線 方 向 に 延 び る 溝 と 複 数 の 軸 線 方 向 に 延 び る
畝 状 態 と を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
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【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 畝 状 体 を 設 け た 捕 獲 籠 鞘 部 材 は 複 数 の チ ャ ネ ル を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 １ １ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 捕 獲 籠 装 置 は 、 細 長 い 部 材 と 、 細 長 い 部 材 の 遠 位 端 に 連 結 さ れ た 複 数 の コ ー ド と か ら
構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 コ ー ド は 各 々 が １ 対 の 撚 り が か か っ た 螺 旋 状 ス ト ラ ン ド を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ ４ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
第 １ の コ ー ド で 構 成 さ れ る 第 １ の 対 の ス ト ラ ン ド は 第 ２ の コ ー ド で 構 成 さ れ る 第 ２ の 対 の
ス ト ラ ン ド と 捕 獲 籠 先 端 部 で 撚 り 合 わ さ れ て 、 第 １ の コ ー ド を 第 ２ の コ ー ド に 固 定 し た ２
重 螺 旋 構 造 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 ２ 重 螺 旋 構 造 は 前 記 コ ー ド に 剛 性 を 供 与 す る こ と で 、 前 記 捕 獲 籠 装 置 が 畝 状 体 を 設 け
た 捕 獲 籠 鞘 部 材 か ら 解 放 さ れ た 時 に 、 捕 獲 籠 装 置 が 拡 張 し て 高 プ ロ フ ァ イ ル 形 状 に な る こ
と が で き る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
第 １ の コ ー ド と 第 ２ の コ ー ド は 各 々 が 折 り 返 し ２ 本 重 ね に さ れ た １ 本 の ス ト ラ ン ド を 含 み
、 第 １ の コ ー ド と 第 ２ の コ ー ド を ２ 本 並 べ て か ら 撚 り を か け 、 ２ 重 螺 旋 構 造 を 形 成 し て い
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 コ ー ド は 、 １ 本 の ワ イ ヤ と 、 ２ 重 螺 旋 コ ー ド を 形 成 し て い る １ 対 の 撚 り を か け た ス ト
ラ ン ド を 含 み 、 １ 本 の ワ イ ヤ は ２ 重 螺 旋 コ ー ド の 開 口 部 に 挿 通 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 コ ー ド は 、 ２ 本 の 撚 り を か け て い な い ワ イ ヤ が 捕 獲 籠 先 端 部 で 撚 り 合 わ さ れ て 構 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 コ ー ド は 、 第 １ の 直 角 形 状 ル ー プ ワ イ ヤ が 第 ２ の 直 角 形 状 ル ー プ ワ イ ヤ と 撚 り 合 わ さ
れ て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 捕 獲 籠 装 置 は 、 前 記 畝 状 体 を 設 け た 捕 獲 籠 鞘 部 材 に 関 し て 近 位 方 向 に 前 記 細 長 い 部 材
を 軸 線 方 向 に 引 っ 張 る こ と に よ り 、 非 作 動 状 態 に さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ に
記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 捕 獲 籠 装 置 は 、 前 記 畝 状 体 を 設 け た 捕 獲 籠 鞘 部 材 の 管 腔 内 に 後 退 さ せ ら れ て 封 入 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
前 記 捕 獲 籠 装 置 と 前 記 畝 状 体 を 設 け た 捕 獲 籠 鞘 部 材 と は 、 前 記 内 視 鏡 と の 一 体 構 造 と し て
一 緒 に 移 動 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
前 記 捕 獲 籠 装 置 と 前 記 畝 状 体 を 設 け た 捕 獲 籠 装 置 と が 前 記 内 視 鏡 の 先 端 部 を 越 え て 遠 位 方
向 に 移 動 さ せ ら れ て 、 回 収 さ れ る べ き 物 体 に 隣 接 し た 位 置 に 捕 獲 籠 装 置 を 設 置 す る こ と が
で き る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
前 記 畝 状 体 を 設 け た 捕 獲 籠 鞘 部 材 を 軸 線 方 向 に 案 内 す る こ と に よ り 、 物 体 の 回 収 を 目 的 と
し て 体 内 の 前 記 位 置 に 前 記 捕 獲 籠 装 置 が 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載
の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
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前 記 捕 獲 籠 装 置 は 、 前 記 畝 状 体 を 設 け た 捕 獲 籠 鞘 部 材 に 関 し て 遠 位 方 向 に 前 記 細 長 い 部 材
を 軸 線 方 向 に 押 す こ と に よ り 、 作 動 状 態 に さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の
医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
体 内 を 視 認 し 、 か つ 、 体 内 か ら 物 体 を 回 収 す る た め の 医 療 用 装 置 で あ っ て 、
先 端 部 お よ び 作 業 チ ャ ネ ル を 定 め る 管 を 有 す る 内 視 鏡 と 、
制 御 ロ ッ ド お よ び 制 御 ロ ッ ド の 遠 位 端 に 連 結 さ れ た 閉 鎖 用 の 輪 環 を 設 け た 捕 獲 籠 作 動 器 と
を 備 え て お り 、 捕 獲 籠 作 動 器 は 作 業 チ ャ ネ ル の 全 長 に 亘 っ て 延 び 、
該 医 療 用 装 置 は 、
近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 有 し て い る 細 長 い 部 材 と 、 細 長 い 部 材 の 遠 位 端 に 連 結 さ れ て い る 複
数 の ル ー プ 状 に な っ た ワ イ ヤ と か ら 構 成 さ れ た 捕 獲 籠 装 置 を 更 に 備 え て お り 、 捕 獲 籠 装 置
は 捕 獲 籠 作 動 器 に 通 し て 配 置 さ れ 、
閉 鎖 用 の 輪 環 は 捕 獲 籠 を 作 動 状 態 に し た り 非 作 動 状 態 に す る よ う に な っ て お り 、
制 御 ロ ッ ド は 第 １ の 断 面 積 を 有 し て お り 、 ま た 、 閉 鎖 用 の 輪 環 は 第 ２ の 断 面 積 を 有 し て お
り 、
第 １ の 断 面 積 は 第 ２ の 断 面 積 よ り も 小 さ く 、 作 業 チ ャ ネ ル を 通 る 流 体 の 流 れ を 促 進 す る よ
う に な っ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
前 記 捕 獲 籠 装 置 は 、 前 記 細 長 い 部 材 を 近 位 方 向 に 軸 線 方 向 に 引 っ 張 る こ と に よ り 非 作 動 状
態 に さ れ 、 閉 鎖 用 の 輪 環 内 部 に ル ー プ 状 に な っ た ワ イ ヤ を 後 退 さ せ て 固 定 さ せ る よ う に し
た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
前 記 捕 獲 籠 装 置 と 前 記 捕 獲 籠 作 動 器 と は 、 前 記 内 視 鏡 と の 一 体 構 造 と し て 一 緒 に 移 動 す る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ９ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ３ １ 】
前 記 捕 獲 籠 作 動 器 が 前 記 内 視 鏡 先 端 部 を 越 え て 遠 位 方 向 に 移 動 さ せ ら れ て 、 回 収 さ れ る べ
き 物 体 に 隣 接 し た 位 置 に 前 記 捕 獲 籠 装 置 を 設 置 す る こ と が で き る よ う に し た こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 ２ ９ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
前 記 捕 獲 籠 作 動 器 の 前 記 制 御 ロ ッ ド を 軸 線 方 向 に 体 内 の 或 る 位 置 ま で 案 内 す る こ と に よ っ
て 、 物 体 の 回 収 を 行 う た め に 、 前 記 捕 獲 籠 装 置 を 体 内 の 前 記 位 置 に 位 置 決 め す る こ と が で
き る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
前 記 捕 獲 籠 装 置 は 、 前 記 細 長 い 部 材 を 遠 位 方 向 に 前 記 閉 鎖 用 の 輪 環 か ら 離 れ る よ う に 軸 線
方 向 に 押 す こ と に よ り 作 動 状 態 に さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ２ に 記 載 の 医 療 用 装
置 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
前 記 制 御 ロ ッ ド は 前 記 捕 獲 籠 作 動 器 の 撓 み を 容 易 に す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ８ に
記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
体 内 を 視 認 し 、 か つ 、 体 内 の 或 る 位 置 か ら 物 体 を 回 収 す る た め の 医 療 用 装 置 で あ っ て 、
先 端 部 お よ び 作 業 チ ャ ネ ル を 画 め る 管 を 有 す る 内 視 鏡 と 、
近 位 部 、 遠 位 部 、 お よ び 、 断 面 領 域 を 有 す る テ ー パ 状 の 捕 獲 籠 鞘 部 材 と を 備 え て お り 、 捕
獲 籠 鞘 部 材 の 断 面 領 域 は 近 位 部 か ら 遠 位 部 に 向 け て 拡 大 し 、 作 業 チ ャ ネ ル の 全 長 に 亘 っ て
延 び る 内 視 鏡 の 管 に 捕 獲 籠 鞘 部 材 が 挿 入 さ れ 、
該 医 療 用 装 置 は 、
物 体 を 絡 め 取 る こ と の で き る 捕 獲 籠 装 置 を 更 に 備 え て お り 、 捕 獲 籠 装 置 は 、 近 位 部 、 遠 位
部 、 お よ び 、 断 面 領 域 を 有 し て い る 細 長 い 部 材 を 設 け て お り 、 細 長 い 部 材 の 断 面 領 域 は 近
位 部 か ら 遠 位 部 に 向 け て 拡 大 し 、 更 に 、 捕 獲 籠 装 置 は 遠 位 部 に 連 結 さ れ た 複 数 の ル ー プ 状
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に な っ た ワ イ ヤ を 含 み 、 捕 獲 籠 装 置 は 捕 獲 籠 鞘 部 材 の 内 部 に 配 置 さ れ て 、 鞘 部 材 遠 位 部 が
細 長 い 部 材 の 遠 位 部 の 外 表 面 に 形 状 が 一 致 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 、 衣 料 用 装 置
。
【 請 求 項 ３ ６ 】
体 内 の 或 る 位 置 か ら 物 体 を 回 収 す る た め の 医 療 用 装 置 で あ っ て 、 該 医 療 用 装 置 は 物 体 を 絡
め 取 る こ と の で き る 滑 動 自 在 な 捕 獲 籠 を 備 え て お り 、 該 捕 獲 籠 は 、
複 数 の コ ー ド か ら 構 成 さ れ て お り 、 該 コ ー ド は 各 々 が １ 対 の 撚 り を か け た 螺 旋 状 ス ト ラ ン
ド を 含 み 、
第 １ の コ ー ド で 構 成 さ れ る 第 １ の 対 の ス ト ラ ン ド は 第 ２ の コ ー ド で 構 成 さ れ る 第 ２ の 対 の
ス ト ラ ン ド と 捕 獲 籠 先 端 部 で 撚 り 合 わ さ れ て 、 第 １ の コ ー ド を 第 ２ の コ ー ド に 固 定 し た ２
重 螺 旋 構 造 を 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
前 記 ス ト ラ ン ド は ニ チ ノ ー ル ワ イ ヤ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 医 療 用
装 置 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
前 記 ２ 重 螺 旋 構 造 は 前 記 複 数 の コ ー ド を 堅 固 に 連 結 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ７ に
記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 願 は 、 西 暦 2001年 10月 12日 に 出 願 さ れ た 米 国 予 備 出 願 第 60/329,241号 の 優 先 権 を 主 張 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
本 発 明 は 、 広 義 に は 医 療 用 装 置 に 関 す る も の で あ っ て 、 特 に 、 体 内 か ら 結 石 な ど の 物 体 を
内 視 鏡 に よ り 回 収 す る た め の 医 療 用 装 置 に 関 連 し て い る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
内 視 鏡 に よ る 泌 尿 器 系 処 置 手 順 は 、 天 然 既 存 の 体 内 通 路 を 利 用 す る こ と に よ り 、 観 血 を 最
小 限 に 抑 え る 方 法 で 泌 尿 器 系 の 病 状 を 治 療 す る も の で あ る 。 尿 道 や 尿 管 な ど の 体 内 通 路 に
よ り 、 外 科 医 は 特 殊 構 成 の 機 器 や 器 具 を 用 い て 体 内 の 深 部 に 手 が 届 く 。 内 視 鏡 を 備 え た 機
器 や 器 具 を 体 外 で 操 作 し て 、 腎 臓 結 石 の 回 収 な ど の 多 様 な 機 能 を 実 施 す る こ と が で き る 。
腎 臓 結 石 の 内 視 鏡 に よ る 除 去 は 、 泌 尿 器 系 内 視 鏡 や 尿 管 内 視 鏡 に よ り 視 覚 化 さ れ た 環 境 で
実 施 さ れ る 。 こ の よ う な 内 視 鏡 は 、 剛 性 が あ っ て も よ い し 可 撓 性 が あ っ て も よ い が 、 泌 尿
器 系 を 体 内 か ら 視 覚 化 で き る よ う に す る 。 通 例 、 内 視 鏡 は 開 通 管 腔 す な わ ち 「 作 業 チ ャ ネ
ル 」 が 両 端 間 に 延 び る こ と を 特 徴 と す る 。 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル は 、 尿 道 結 石 を 回 収 す る
よ う に 設 計 さ れ た 専 門 器 具 に 適 合 可 能 で あ る 。 こ れ ら の 器 具 の １ つ の バ ー ジ ョ ン は 「 結 石
捕 獲 籠 （ ス ト ー ン ・ バ ス ケ ッ ト ） 」 と 呼 ば れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
結 石 捕 獲 籠 （ ス ト ー ン ・ バ ス ケ ッ ト ） は 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル に 滑 動 自 在 に 適 合 す る 。 典
型 的 な 捕 獲 籠 （ バ ス ケ ッ ト ） は 約 2.5Frか ら ３ Frの 断 面 プ ロ フ ァ イ ル を 有 し て い る が 、 こ
の 捕 獲 籠 が 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル の 大 半 の 空 間 を 占 有 す る こ と に な る 。 特 に 、 従 来 の 捕 獲
籠 は 外 側 ス リ ー ブ （ 例 え ば 、 プ ラ ス チ ッ ク チ ュ ー ブ ） を 備 え て お り 、 こ れ が 捕 獲 籠 ワ イ ヤ
を 覆 っ た り 外 れ た り す る こ と で 、 捕 獲 籠 を 開 閉 す る よ う に 機 能 す る 。 作 業 チ ャ ネ ル は 内 視
鏡 の 先 端 部 を 通 る 生 理 食 塩 水 の 奔 流 で 洗 浄 す る た め に も 利 用 さ れ る が 、 こ れ に よ り 内 視 鏡
を 清 浄 に し て 内 視 鏡 の 視 覚 を 明 瞭 に す る と と も に 、 周 辺 組 織 を 広 げ て 、 見 透 し の 利 く 作 業
域 を 設 け る こ と が で き る 。 従 っ て 、 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル が 捕 獲 籠 と 外 側 ス リ ー ブ と で 、
ほ ぼ 完 全 に 塞 が っ て し ま っ た 場 合 は 、 流 体 の 流 れ お よ び 視 覚 化 が 劣 化 す る 。
従 っ て 、 当 該 技 術 で は 、 体 内 か ら 物 体 を 内 視 鏡 に よ っ て 回 収 す る に あ た り 、 流 体 の 流 量 を
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向 上 さ せ た 医 療 用 装 置 が 必 要 と な る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
体 内 を 視 認 し た り 体 内 の 或 る 部 位 か ら 物 体 を 回 収 す る た め の 医 療 用 装 置 は 、 作 業 チ ャ ネ ル
を 定 め る 管 と 、 物 体 を 束 縛 す る こ と の で き る 、 鞘 部 材 の 無 い 捕 獲 籠 と を 備 え て い る 。 鞘 部
材 の 無 い 捕 獲 籠 は 作 業 チ ャ ネ ル を 通 し て 配 置 さ れ て お り 、 内 視 鏡 が 作 動 し た 結 果 、 鞘 部 材
の 無 い 捕 獲 籠 を 収 納 し た り 、 捕 獲 籠 を 作 動 状 態 に さ せ る 。 鞘 部 材 の 無 い 捕 獲 籠 の お か げ で
、 外 側 ス リ ー ブ を 必 要 と し な い た め 、 作 業 チ ャ ネ ル を 通 る 流 体 の 流 れ を 促 進 す る こ と が で
き る 。 外 側 ス リ ー ブ で は な く て 内 視 鏡 が 捕 獲 籠 を 作 動 状 態 に し た り 非 作 動 状 態 に す る よ う
に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 別 な 実 施 形 態 で は 、 端 部 に 輪 環 （ カ ラ ー ） を 設 け た １ 本 の 押 し ワ イ ヤ を 利 用 し て
、 鞘 部 材 す な わ ち 外 側 ス リ ー ブ の 代 わ り に 捕 獲 籠 の 開 閉 を 制 御 す る 。 本 発 明 の 更 に 別 な 実
施 形 態 で は 、 捕 獲 籠 を 包 囲 す る テ ー パ 状 で 漏 斗 型 の 鞘 部 材 を 利 用 し て 、 捕 獲 籠 の 断 面 プ ロ
フ ァ イ ル を 最 小 に す る と と も に 、 流 体 の 流 量 を 向 上 さ せ て い る 。 鞘 部 材 は 、 捕 獲 籠 ワ イ ヤ
を 誘 導 す る 力 を 供 与 す る 畝 状 の 突 起 と 、 表 面 に 沿 っ て 延 在 し て 流 体 の 流 れ を 案 内 す る チ ャ
ネ ル と を 備 え て い る の が よ い 。 鞘 部 材 に は 捕 獲 籠 ワ イ ヤ の 長 さ の 大 半 に 沿 っ て 溝 穴 を 設 け
て 、 物 質 を 取 出 し た り 水 路 を 設 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 上 記 以 外 の 特 徴 と し て は 、 回 収 を 容 易 に す る た め に 結 石 に 極 め て 近 接 で き る よ う
に し た 捕 獲 籠 形 状 と 、 内 視 鏡 を 十 分 に 撓 ま せ る の に 足 る 可 撓 性 を 提 供 す る ワ イ ヤ 構 成 と が
挙 げ ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
添 付 の 図 面 は 、 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ て 明 細 書 の 一 部 を 成 し て い る が 、 本 発 明 の 実 施 形 態
を 例 示 し て お り 、 明 細 書 の 説 明 と 共 に 、 本 発 明 の 特 徴 、 利 点 、 お よ び 、 原 理 を 説 明 す る も
の で あ る 。
以 下 に 示 す 詳 細 な 説 明 は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 示 す 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 展 開 さ れ る 。
本 発 明 の 精 神 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 せ ず に 、 こ こ に 記 載 さ れ る 以 外 の 実 施 形 態 も 考 え ら れ る
し 、 こ こ に 記 載 さ れ た 実 施 形 態 に 対 す る 変 更 例 も 考 え ら れ る 。 従 っ て 、 以 下 の 詳 細 な 説 明
は 本 発 明 を 限 定 す る も の で は な い 。 む し ろ 、 本 発 明 の 範 囲 は 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 の 各 請
求 項 に よ っ て 限 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 １ は 従 来 技 術 に お け る 一 般 的 な 捕 獲 籠 シ ス テ ム （ バ ス ケ ッ ト ・ シ ス テ ム ） １ ０ を 示 し て
い る 。 捕 獲 籠 シ ス テ ム １ ０ は 捕 獲 籠 装 置 １ ２ と 、 捕 獲 籠 鞘 部 材 ２ ０ と 、 内 視 鏡 ２ ４ と を 備
え て い る 。 捕 獲 籠 装 置 １ ２ お よ び 捕 獲 籠 鞘 部 材 ２ ０ は 内 視 鏡 ２ ４ の 作 業 チ ャ ネ ル ２ ２ 内 に
配 置 さ れ て い る 。 捕 獲 籠 装 置 １ ２ は ロ ッ ド １ ４ と 複 数 の ル ー プ 状 ワ イ ヤ １ ６ か ら 成 り 、 複
数 の ル ー プ 状 ワ イ ヤ が 集 ま っ て 捕 獲 籠 １ ８ を 形 成 し て い る 。 捕 獲 籠 装 置 １ ２ は 、 図 ２ お よ
び 図 ３ に 示 す よ う に 、 捕 獲 籠 鞘 部 材 ２ ０ の 内 部 に 、 捕 獲 籠 鞘 部 材 ２ ０ を 貫 通 し て 配 置 さ れ
て い る 。 捕 獲 籠 鞘 部 材 ２ ０ は 捕 獲 籠 装 置 １ ２ の ロ ッ ド １ ４ を 包 囲 し て お り 、 捕 獲 籠 １ ８ を
収 容 し た り 作 動 状 態 に さ せ た り す る 手 段 と し て 作 用 す る 。 特 に 、 捕 獲 籠 １ ８ を 作 動 状 態 に
す る と 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 高 プ ロ フ ァ イ ル の 捕 獲 籠 装 置 １ ２ に さ れ 、 非 作 動 状 態 に す る
と 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 低 プ ロ フ ァ イ ル の 捕 獲 籠 装 置 １ ２ の 形 状 に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
捕 獲 籠 １ ８ を 作 動 状 態 に す る た め に 、 捕 獲 籠 装 置 １ ２ を 捕 獲 籠 鞘 部 材 ２ ０ に 関 し て 遠 位 方
向 に 前 進 さ せ る と 、 ル ー プ 状 ワ イ ヤ １ ６ が 捕 獲 籠 鞘 部 材 ２ ０ の 管 腔 に よ る 拘 束 か ら 解 放 さ
れ る 。 捕 獲 籠 １ ８ を 非 作 動 状 態 に す る に は 、 捕 獲 籠 装 置 １ ２ を 後 退 さ せ 、 す な わ ち 、 図 ２
に 示 す よ う に 、 捕 獲 籠 鞘 部 材 ２ ０ に 関 し て 近 位 方 向 に 移 動 さ せ る 。 ル ー プ 状 ワ イ ヤ １ ６ は
捕 獲 籠 鞘 部 材 ２ ０ の 管 腔 内 に 引 き 込 ま れ て 拘 束 さ れ 、 捕 獲 籠 １ ８ を 折 畳 ん だ 状 態 、 す な わ
ち 、 低 プ ロ フ ァ イ ル 状 態 に す る 。 従 来 の 結 石 捕 獲 籠 シ ス テ ム の 欠 点 は 、 捕 獲 籠 鞘 部 材 ２ ０
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が 作 業 チ ャ ネ ル ２ ２ で か な り の 空 間 を 占 有 す る た め 、 流 体 の 流 れ や 灌 注 （ 灌 流 ） の た め に
利 用 で き る 断 面 領 域 が 限 ら れ て し ま う こ と で あ る 。 す な わ ち 、 流 体 の 流 れ や 灌 注 （ 灌 流 ）
が 、 捕 獲 籠 鞘 部 材 ２ ０ が 存 在 す る た め に 抑 制 さ れ て し ま う 点 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 か ら 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 捕 獲 籠 シ ス テ ム ３ ０ を 示 し て い る 。 捕 獲 籠
シ ス テ ム ３ ０ は 、 内 視 鏡 に よ る 視 覚 化 を 供 与 し な が ら 体 内 の 或 る 部 位 か ら 結 石 や 砕 片 な ど
の 物 体 を 回 収 す る の に 適 す る よ う に な っ て い る の が 好 ま し い 。 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 で
は 、 捕 獲 籠 シ ス テ ム ３ ０ は 内 視 鏡 ３ ２ と 捕 獲 籠 装 置 ３ ４ を 備 え て い る 。 内 視 鏡 ３ ２ は 、 管
腔 す な わ ち 作 業 チ ャ ネ ル ３ ８ を 定 め る 管 ３ ６ を 備 え て い る 。 内 視 鏡 ３ ２ は 光 学 構 成 要 素 ４
０ を 有 し て い て も よ い 。 図 ７ を 参 照 す る と 、 捕 獲 籠 装 置 ３ ４ は 細 長 い 部 材 ４ ２ と 、 細 長 い
部 材 ４ ２ の 遠 位 端 ４ ６ に 連 結 さ れ た 複 数 の ル ー プ 状 ワ イ ヤ ４ ４ と を 備 え て い る 。 ル ー プ 状
ワ イ ヤ ４ ４ は 捕 獲 籠 ４ ８ を 形 成 し て い る 。 ル ー プ 状 ワ イ ヤ ４ ４ の 数 は 、 特 殊 な 目 的 の た め
に 所 望 さ れ る 捕 獲 籠 ４ ８ の 特 定 形 状 に 基 づ い て 決 ま る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ４ か ら 図 ７ に 示 す よ う に 、 従 来 の 捕 獲 籠 鞘 部 材 が 捕 獲 籠 シ ス テ ム ３ ０ か ら 省 か れ て い る
た め 、 捕 獲 籠 シ ス テ ム ３ ０ の 断 面 積 を 大 き く す る と 、 流 体 流 量 が 最 大 限 に さ れ る 。 鞘 部 材
が な い 捕 獲 籠 シ ス テ ム ３ ０ で は 、 内 視 鏡 ３ ２ は 捕 獲 籠 ４ ８ を 収 納 し た り 作 動 状 態 に さ せ る
よ う に 作 用 す る 。 捕 獲 籠 装 置 ３ ４ は 作 業 チ ャ ネ ル ３ ８ を 通 し て 配 置 さ れ 、 内 視 鏡 ３ ２ に 関
し て 軸 線 方 向 に 移 動 自 在 で あ る 。 捕 獲 籠 ４ ８ を 収 納 し た り 非 作 動 状 態 に す る た め に 、 細 長
い 部 材 ４ ２ を 軸 線 方 向 に 内 視 鏡 ３ ２ に 関 し て 近 位 方 向 に 引 っ 張 り 、 こ れ に よ り 、 捕 獲 籠 ４
８ を 作 業 チ ャ ネ ル ３ ８ の 内 部 で 折 畳 ん だ 状 態 に す る 。 特 に 、 捕 獲 籠 ４ ８ は 折 畳 む こ と に よ
り 低 プ ロ フ ァ イ ル 状 態 に な り 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 作 業 チ ャ ネ ル ３ ８ の 内 部 に 封 入 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
捕 獲 籠 ４ ８ を 作 動 状 態 に す る た め に 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 ３ ２ に 関 し て 遠 位 方 向 に
捕 獲 籠 装 置 ３ ４ を 移 動 さ せ る 。 作 業 チ ャ ネ ル ３ ８ に よ る 拘 束 を 解 か れ て し ま う と 、 ル ー プ
状 ワ イ ヤ ４ ４ は 拡 張 し て 高 プ ロ フ ァ イ ル 状 態 の 捕 獲 籠 ４ ８ に な る 。 内 視 鏡 ３ ２ 自 体 は 捕 獲
籠 ４ ８ を 作 動 状 態 に さ せ た り 非 作 動 状 態 に す る 手 段 と し て 作 用 す る こ と が 分 か る 。 鞘 部 材
又 は 外 側 ス リ ー ブ が 無 い 場 合 は 、 捕 獲 籠 装 置 ３ ４ が 許 容 す る 流 量 は 、 捕 獲 籠 鞘 部 材 を 必 要
と す る 従 来 の 捕 獲 籠 シ ス テ ム を 採 用 し た 場 合 に 可 能 と な る 流 量 よ り も 大 き く な る 。 特 に 、
細 長 い 部 材 ４ ２ の 外 表 面 と 作 業 チ ャ ネ ル ３ ８ の 内 表 面 と の 間 の 領 域 に よ っ て 定 め ら れ る 流
体 通 路 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ４ か ら 図 ７ に 示 す 鞘 部 材 が 無 い シ ス テ ム で は 、 捕 獲 籠 装 置 ３ ４ は 内 視 鏡 ３ ２ と 一 緒 に 動
作 さ れ る よ う に な っ て い る う え 、 捕 獲 籠 ４ ８ の 位 置 決 め は 管 ３ ６ の 移 動 や 設 置 次 第 で 決 ま
る 。 捕 獲 籠 装 置 ３ ４ は 管 ３ ６ か ら 遠 位 方 向 に 突 出 す る よ う に な っ て い る が 、 細 長 い 部 材 ４
２ が 全 体 的 に 薄 く て 可 撓 性 に 富 む た め 、 捕 獲 籠 装 置 ３ ４ は 管 ３ ６ か ら 軸 線 方 向 に 或 る 距 離
だ け 張 出 す こ と が で き る に す ぎ な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ８ か ら 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 鞘 部 材 付 き の 捕 獲 籠 装 置 ３ ０ ｂ を 示 し
て い る 。 鞘 部 材 付 き の 捕 獲 籠 装 置 ３ ０ ｂ は 、 内 視 鏡 作 業 チ ャ ネ ル ３ ８ ｂ に お け る 流 体 の 流
れ を 最 適 化 し な が ら 内 視 鏡 ３ ２ ｂ と は 無 関 係 に 捕 獲 籠 の 動 作 を 行 え る よ う に す る 捕 獲 籠 副
次 組 立 体 （ サ ブ ア セ ン ブ リ ） ５ ０ （ 図 １ ０ を 参 照 の こ と ） を 有 し て い る 。 捕 獲 籠 副 次 組 立
体 （ サ ブ ア セ ン ブ リ ） ５ ０ は 、 畝 状 体 （ リ ブ ） を 設 け た 捕 獲 籠 鞘 部 材 ５ ２ を 備 え て お り 、
該 部 材 は 軸 線 方 向 の 複 数 の 畝 状 体 （ リ ブ ） ５ ４ と 複 数 の 溝 ／ チ ャ ネ ル ５ ６ が 交 互 に 配 置 さ
れ た 構 成 を 有 し て い る 。 捕 獲 籠 鞘 部 材 ５ ２ は 内 視 鏡 ３ ２ ｂ の 近 位 端 に 挿 通 さ れ 、 作 業 チ ャ
ネ ル ３ ８ ｂ の 全 長 に 亘 っ て 延 び る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
捕 獲 籠 副 次 組 立 体 ５ ０ は 、 捕 獲 籠 鞘 部 材 ５ ２ の 内 部 で 、 捕 獲 籠 鞘 部 材 ５ ２ を 通 し て 配 置 さ
れ て い る 捕 獲 籠 装 置 ３ ４ ｂ を 更 に 備 え て い る 。 図 ４ か ら 図 ７ に お け る 捕 獲 籠 装 置 ３ ４ と 同
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様 に 、 捕 獲 籠 ３ ４ ｂ は 細 長 い 部 材 ４ ２ ｂ と 、 捕 獲 籠 ４ ８ ｂ を 形 成 し て い る 複 数 の ル ー プ 状
ワ イ ヤ ４ ４ ｂ と を 備 え て い る 。 細 長 い 部 材 ４ ２ ｂ を 近 位 方 向 に 引 っ 張 っ て 捕 獲 籠 鞘 部 材 ５
２ の 管 腔 ５ ８ の 内 部 で ル ー プ 状 ワ イ ヤ ４ ４ ｂ を 折 畳 ん だ 状 態 に す る こ と に よ り 、 捕 獲 籠 ４
８ ｂ が 非 作 動 状 態 に さ れ る 。 捕 獲 籠 ４ ８ ｂ が 折 畳 ま れ て 管 腔 ５ ８ の 内 部 に 封 入 さ れ て し ま
う と 、 捕 獲 籠 装 置 ３ ４ ｂ は 捕 獲 籠 鞘 部 材 ５ ２ に 固 定 さ れ 、 副 次 組 立 体 ５ ０ は 内 視 鏡 ３ ２ ｂ
と 一 体 の 構 造 体 と し て 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 本 発 明 の こ の 実 施 形 態 を 利 用 す れ ば 、 捕
獲 籠 副 次 組 立 体 ５ ０ は 内 視 鏡 先 端 部 ６ ０ を 越 え て 遠 位 方 向 に 移 動 さ せ ら れ て 体 内 に 或 る 距
離 だ け 張 出 す こ と で 、 回 収 さ れ る べ き 結 石 な ど の 物 体 に 隣 接 し た 位 置 に 捕 獲 籠 副 次 組 立 体
５ ０ を 設 置 す る こ と が で き る 。 捕 獲 籠 ４ ８ ｂ を 作 動 状 態 に す る た め に 、 捕 獲 籠 鞘 部 材 ５ ２
に 関 し て 遠 位 方 向 に 所 望 の 位 置 ま で 捕 獲 籠 装 置 ３ ４ ｂ を 移 動 さ せ る と と も に 、 捕 獲 籠 装 置
３ ４ を 更 に 前 進 さ せ て ル ー プ 状 ワ イ ヤ ４ ４ ｂ を 拡 張 さ せ て 高 プ ロ フ ァ イ ル 状 態 に す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
鞘 部 材 付 き の 捕 獲 籠 装 置 ３ ０ ｂ は 、 流 体 流 量 を 容 易 に 向 上 さ せ な が ら 、 内 視 鏡 ３ ２ ｂ と は
無 関 係 に 捕 獲 籠 副 次 組 立 体 ５ ０ の 動 作 を 行 え る よ う に す る 。 特 に 、 内 視 鏡 作 業 チ ャ ネ ル ３
８ ｂ を 流 動 す る 流 体 の 方 向 を 決 め る 溝 ／ チ ャ ネ ル ５ ６ を 設 け る こ と に よ り 、 畝 状 部 を 設 け
た 捕 獲 籠 鞘 部 材 ５ ２ は 、 流 体 流 量 を 向 上 さ せ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ １ は 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に よ る 捕 獲 籠 副 次 組 立 体 ５ ０ ｃ を 示 し て い る 。 捕 獲 籠 副
次 組 立 体 ５ ０ ｃ は 、 捕 獲 籠 作 動 器 （ ア ク チ ュ エ ー タ ） ６ ４ と 捕 獲 籠 装 置 ３ ４ ｃ と を 備 え て
い る 。 捕 獲 籠 装 置 ３ ４ ｃ は 複 数 の ル ー プ 状 ワ イ ヤ ４ ４ ｃ に 連 結 さ れ た 細 長 い 部 材 ４ ２ ｃ を
備 え て い る が 、 こ れ ら 複 数 の ル ー プ 状 ワ イ ヤ が 捕 獲 籠 ４ ８ ｃ を 形 成 し て い る 。 捕 獲 籠 作 動
器 ６ ４ は 、 捕 獲 籠 シ ス テ ム の 内 視 鏡 作 業 チ ャ ネ ル （ 図 示 せ ず ） を 通 っ て 延 び る 細 い 制 御 ロ
ッ ド ６ ６ と 、 制 御 ロ ッ ド ６ ６ の 遠 位 端 に 連 結 さ れ た 閉 鎖 用 の 輪 環 （ カ ラ ー ） ６ ８ と を 備 え
て い る 。 捕 獲 籠 作 動 器 ６ ４ は 捕 獲 籠 ４ ８ ｃ を 解 放 自 在 に 保 持 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
捕 獲 籠 ４ ８ ｃ を 非 動 作 状 態 に す る た め に 、 細 長 い 部 材 ４ ２ ｃ を 近 位 方 向 に 引 っ 張 っ て 、 ル
ー プ 状 ワ イ ヤ ４ ４ ｃ を 閉 鎖 用 の 輪 環 ６ ８ の 内 部 で 折 畳 ん だ 状 態 に す る 。 捕 獲 籠 ４ ８ ｃ が 折
畳 ま れ て 閉 鎖 用 の 輪 環 ６ ８ の 内 部 に 封 入 さ れ て し ま っ た 状 態 で は 、 捕 獲 籠 装 置 ３ ４ ｃ は 捕
獲 籠 作 動 器 ６ ４ に 固 定 さ れ 、 捕 獲 籠 副 次 組 立 体 ５ ０ ｃ を 内 視 鏡 と 一 体 の 構 造 体 と し て 移 動
さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 捕 獲 籠 副 次 組 立 体 ５ ０ ｃ を 内 視 鏡 先 端 部 を 越 え て 遠 位
方 向 に 移 動 さ せ る こ と で 体 内 に 或 る 距 離 だ け 張 出 さ せ て 、 回 収 さ れ る べ き 物 体 に 隣 接 し た
位 置 に 捕 獲 籠 副 次 組 立 体 を 設 置 す る こ と が で き る 。 捕 獲 籠 ４ ８ ｃ を 作 動 状 態 に す る た め に
、 捕 獲 籠 装 置 ３ ４ ｃ を 閉 鎖 用 の 輪 環 ６ ８ に 関 し て 遠 位 方 向 に 所 望 の 位 置 ま で 移 動 さ せ 、 更
に 前 進 さ せ る こ と で 、 ル ー プ 状 ワ イ ヤ ４ ４ ｃ を 拡 張 さ せ て 高 プ ロ フ ァ イ ル 状 態 に す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
内 視 鏡 作 業 チ ャ ネ ル を 通 っ て 延 び る 制 御 ロ ッ ド ６ ６ が 最 小 限 の 断 面 積 し か 占 有 し な い の で
、 捕 獲 籠 作 動 器 ６ ４ は 内 視 鏡 の 内 部 に 高 流 量 の 流 れ を 促 進 す る こ と が 分 か る 。 特 に 、 制 御
ロ ッ ド ６ ６ は 、 従 来 の 鞘 部 材 が か つ て そ う で あ っ た の と は 異 な り 、 細 長 い 部 材 ４ ２ ｃ を 覆
っ た り 包 囲 し た り は し な い 。 そ の 結 果 、 流 体 通 路 の 断 面 積 を 増 大 さ せ る こ と で 、 内 視 鏡 内
の 流 体 の 流 れ を 増 大 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ ２ お よ び 図 １ ３ は 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に よ る 捕 獲 籠 シ ス テ ム ３ ０ ｃ を 示 し て い る
。 捕 獲 籠 シ ス テ ム ３ ０ ｃ は 捕 獲 籠 副 次 組 立 体 ５ ０ ｄ を 有 し て お り 、 こ の 組 立 体 が 捕 獲 籠 装
置 ３ ４ ｄ と 、 テ ー パ 状 の 細 長 い 部 材 ４ ２ ｄ と 、 テ ー パ 状 の 捕 獲 籠 鞘 部 材 ５ ２ ｄ と を 有 し て
い る 。 細 長 い 部 材 ４ ２ ｄ は 、 遠 位 方 向 に 進 む ほ ど 径 が 大 き く な る 遠 位 部 ７ ０ を 備 え る こ と
で 、 捕 獲 籠 ４ ８ ｄ を 形 成 す る 複 数 の ル ー プ 状 ワ イ ヤ ４ ４ ｄ を 連 結 す る た め の 拡 張 し た 断 面
積 を 有 し て い る 遠 位 端 ７ ２ を 設 け て い る 。 遠 位 端 ７ ２ の 断 面 積 を 増 大 さ せ る こ と で 、 ル ー
プ 状 ワ イ ヤ ４ ４ ｄ の 連 結 の た め の 表 面 面 積 が 大 き く な る ほ ど 、 ル ー プ 状 ワ イ ヤ ４ ４ ｄ と の
結 束 が 強 く な る 。 流 体 流 量 を 制 限 す る こ と な く 、 テ ー パ 状 の 細 長 い 部 材 ４ ２ ｄ を 収 容 す る
た め に 、 テ ー パ 状 の 捕 獲 籠 鞘 部 材 ５ ２ ｄ が 設 け ら れ て い る 。 細 長 い 部 材 ４ ２ ｄ と 同 様 に 、
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捕 獲 籠 鞘 部 材 ５ ２ ｄ は 、 遠 位 方 向 に 進 む ほ ど 径 が 大 き く な る 遠 位 部 ７ ４ を 備 え て い る 。 す
な わ ち 、 鞘 部 材 遠 位 部 ７ ４ は 細 長 い 部 材 ４ ２ ｄ の 遠 位 部 ７ ０ の 外 表 面 に 対 応 し て い る と と
も に 、 形 状 も 一 致 し て い る 。 遠 位 部 ７ ４ に 近 接 し て い る 捕 獲 籠 鞘 部 材 ５ ２ ｄ の 残 余 の 部 分
は 、 内 視 鏡 作 業 チ ャ ネ ル 内 で 最 小 空 間 を 占 有 す る の に 適 し た 、 よ り 小 さ い が 均 一 な 径 を 有
し て い る 。 そ の 結 果 、 捕 獲 籠 鞘 部 材 ５ ２ ｄ は 高 流 量 の 流 れ を 促 進 し な が ら 、 捕 獲 籠 ４ ８ ｄ
の た め の 作 動 器 （ ア ク チ ュ エ ー タ ） と し て も 作 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
捕 獲 籠 ４ ８ ｄ を 非 動 作 状 態 に す る た め に 、 細 長 い 部 材 ４ ２ ｄ を 近 位 方 向 に 引 っ 張 っ て 、 ル
ー プ 状 ワ イ ヤ ４ ４ ｄ を 捕 獲 籠 鞘 部 材 ５ ２ ｄ の 遠 位 部 ７ ４ の 内 部 で 折 畳 ん だ 状 態 に す る 。 先
端 部 ７ ４ の テ ー パ 状 の 特 徴 に よ り 、 該 先 端 部 は 、 細 長 い 部 材 ４ ２ ｄ の テ ー パ 状 の 遠 位 部 ７
０ を 受 け 入 れ る と 同 時 に 、 低 プ ロ フ ァ イ ル 状 態 の ル ー プ 状 ワ イ ヤ ４ ４ ｄ を 封 入 す る こ と が
可 能 と な る 。 斯 く し て 、 捕 獲 籠 装 置 ３ ４ が 捕 獲 籠 鞘 部 材 ５ ２ ｄ に 固 定 さ れ て か ら 、 副 次 組
立 体 ５ ０ ｄ を 一 体 構 造 体 と し て 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 実 施 形 態 を 利 用 し た 場 合 、
捕 獲 籠 副 次 組 立 体 ５ ０ ｄ を 内 視 鏡 の 先 端 部 を 越 え て 遠 位 方 向 に 移 動 さ せ て 体 内 に 或 る 距 離
だ け 張 出 さ せ る こ と で 、 回 収 さ れ る べ き 物 体 に 隣 接 し た 位 置 に 捕 獲 籠 副 次 組 立 体 ５ ０ ｄ を
設 置 す る こ と が で き る 。 こ の 時 、 捕 獲 籠 装 置 ３ ４ ｄ を 捕 獲 籠 鞘 部 材 ５ ２ ｄ の 遠 位 部 ７ ４ に
関 し て 遠 位 方 向 に 移 動 さ せ て 、 捕 獲 籠 ４ ８ ｄ を 作 動 状 態 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 述 の 捕 獲 籠 シ ス テ ム の 各 々 に つ い て 、 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル 内 に 配 置 さ れ る 物 を 最 小 限
に す る こ と で 、 内 視 鏡 の 撓 み 具 合 が よ り 良 好 に な る よ う に す る こ と が で き 、 そ の こ と が 屈
曲 や 捩 れ に 対 す る 耐 性 を 高 め る こ と に も な る こ と が 分 か る 。 こ れ は 、 捕 獲 籠 鞘 部 材 を 完 全
に 除 外 す る こ と で 達 成 さ れ る か 、 ま た は 、 厚 み の 小 さ い 鞘 部 材 を 利 用 す る か 、 制 御 ロ ッ ド
を 利 用 す る こ と で 捕 獲 籠 鞘 部 材 の 空 間 と 材 料 と を 最 小 限 に 抑 え る こ と で 達 成 さ れ る が 、 前
者 の 場 合 、 結 果 と し て 捕 獲 籠 装 置 が 剥 き 出 し 状 態 に な り 、 そ の 場 合 、 撓 み に 抵 抗 す る の は
捕 獲 籠 装 置 の 細 長 い 部 材 だ け と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 発 明 で 使 用 さ れ る ワ イ ヤ に つ い て は 、 約 ０ ． ７ ６ ２ ｍ ｍ （ 0.030イ ン チ ） か ら 約 ０ ． ８
６ ４ ｍ ｍ （ 0.034イ ン チ ） の ニ チ ノ ー ル ワ イ ヤ が 利 用 さ れ る が 、 こ の 時 、 こ れ よ り 遥 か に
小 さ い 径 の ３ 本 の ワ イ ヤ ル ー プ を ニ チ ノ ー ル ワ イ ヤ の 周 囲 に 取 り 付 け る 。 ル ー プ 状 ワ イ ヤ
は 、 ま ず 、 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル に 入 れ ら れ る 。 ル ー プ は 、 入 る 時 に は 折 畳 ま れ る が 、 こ
れ は 、 手 を 使 っ て 行 わ れ る か 、 或 い は 、 捕 獲 籠 鞘 部 材 に よ っ て 行 わ れ る 。 内 視 鏡 の 中 を 通
し て 設 置 さ れ て し ま う と 、 ル ー プ は 内 視 鏡 の 先 端 部 を 越 え て 伸 張 さ せ ら れ る 。 そ こ で 、 作
業 チ ャ ネ ル の 拘 束 か ら 解 放 さ れ て 、 ル ー プ は 自 動 的 に 拡 張 す る 。 ワ イ ヤ ル ー プ が 結 石 な ど
の 回 収 さ れ る べ き 物 体 の 上 に 設 置 さ れ た 状 態 の ま ま で 、 患 者 の 体 外 に 在 る 器 具 の 近 位 端 を
引 っ 張 る こ と で 、 ル ー プ を 後 退 さ せ て 内 視 鏡 作 業 チ ャ ネ ル 内 に 戻 す 。 結 石 が 内 視 鏡 の 先 端
に 密 着 し た 時 点 で 、 ユ ー ザ は 引 っ 張 る の を 止 め る 。 次 い で 、 内 視 鏡 と 結 石 を 一 緒 に 患 者 の
体 外 に 引 き 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 １ ４ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 捕 獲 籠 構 成 ４ ８ ｅ を 示 し て い る 。 捕 獲 籠 ４ ８ ｅ は 、 本
発 明 の 上 述 の 捕 獲 籠 装 置 の 何 れ で 使 用 さ れ て も よ い 。 捕 獲 籠 ４ ８ ｅ は 複 数 の コ ー ド ８ １ を
含 み 、 コ ー ド ８ １ は 、 各 々 が １ 対 の 撚 り 合 わ さ れ た 螺 旋 状 の ス ト ラ ン ド ８ ３ を 含 ん で い る
。 ス ト ラ ン ド ８ ３ は 、 一 例 と し て 、 ニ チ ノ ー ル ワ イ ヤ で 構 成 さ れ て も よ い 。 コ ー ド を 撚 り
合 わ せ る 或 る 方 法 で は 、 第 １ の 対 の 撚 り を か け て い な い ス ト ラ ン ド ８ ３ が 第 ２ の 対 の 撚 り
を か け て い な い ス ト ラ ン ド ８ ３ と 絡 み 合 わ さ れ る 。 次 に 、 こ れ ら ス ト ラ ン ド が 撚 り 合 わ さ
れ る こ と で 、 捕 獲 籠 先 端 部 ８ ５ で 第 １ の 対 の ス ト ラ ン ド と 第 ２ の 対 の ス ト ラ ン ド と が 絡 み
合 っ た ま ま 固 定 さ れ て し ま う （ 図 １ ５ の 頂 面 平 面 図 を 参 照 の こ と ） 。 こ の よ う な ２ 重 螺 旋
構 造 も コ ー ド ８ １ の 各 々 に よ り 大 き な 剛 性 を 供 与 す る こ と で 、 捕 獲 籠 ４ ８ ｅ が 内 視 鏡 ま た
は 捕 獲 籠 鞘 部 材 か ら 解 放 さ れ た 時 に 捕 獲 籠 が 高 プ ロ フ ァ イ ル 状 態 を 保 て る よ う に す る こ と
が で き る 点 が 注 目 さ れ る 。 コ ー ド ８ １ は 各 々 が 、 単 一 の ス ト ラ ン ド ８ ３ が 折 り 返 し ２ 本 重
ね に さ れ て ２ 本 並 ん だ ス ト ラ ン ド 部 を 設 け て か ら 撚 り を か け た 、 ２ 重 螺 旋 構 造 を 形 成 し て
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い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 １ ６ お よ び 図 １ ７ は 、 ル ー プ を 不 要 に し た 代 替 の 捕 獲 籠 構 成 を 示 し て い る 。 図 １ ６ は 代
替 例 の 捕 獲 籠 ４ ８ ｆ の 頂 面 平 面 図 で あ る 。 図 １ ６ で 明 ら か な よ う に 、 １ 対 の 撚 り を か け た
ス ト ラ ン ド ８ ３ ｆ を 備 え る ２ 重 螺 旋 コ ー ド ８ １ ｆ に １ 本 の ワ イ ヤ ８ ７ を 挿 通 さ せ て い る 。
図 １ ７ は 別 な 実 施 形 態 の 捕 獲 籠 ４ ８ ｇ の 頂 面 平 面 図 で あ る 。 図 １ ７ か ら 明 ら か な よ う に 、
捕 獲 籠 ４ ８ ｇ は 、 捕 獲 籠 先 端 部 ８ ５ ｇ で 絡 み 合 わ さ れ た ２ 本 の 撚 り を か け て い な い ワ イ ヤ
８ ７ ｇ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 １ ８ お よ び 図 １ ９ は 本 発 明 の 別 な 捕 獲 籠 構 成 ４ ８ ｈ を 示 し て い る 。 捕 獲 籠 ４ ８ ｈ は 、 第
１ の 直 角 形 状 ル ー プ ワ イ ヤ 部 ８ ７ を 第 ２ の 直 角 形 状 ル ー プ ワ イ ヤ 部 ８ ９ と 絡 み 合 わ せ て 構
成 さ れ て い る 。 １ 本 の ワ イ ヤ が 単 一 平 面 に 配 置 さ れ て い た 従 来 技 術 と 対 比 さ せ る と 、 こ の
実 施 形 態 の ワ イ ヤ ８ ７ と ワ イ ヤ ８ ９ と は 各 々 が 互 い に 直 交 す る ２ 平 面 に ま た が っ て 延 び て
い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 発 明 の 精 神 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 せ ず に 、 当 業 者 で あ れ ば 多 数 の 変 更 や 修 正 を 行 う こ と が
で き る 。 よ っ て 、 本 件 例 示 の 実 施 形 態 は 具 体 例 と し て 明 示 さ れ た に す ぎ な い と 理 解 す る べ
き で あ っ て 、 本 発 明 を 限 定 す る も の と 解 釈 す る べ き で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 に お け る 一 般 的 な 捕 獲 籠 シ ス テ ム を 例 示 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 技 術 に お け る 捕 獲 籠 シ ス テ ム に お け る 非 作 動 状 態 の 捕 獲 籠 装 置 を 例 示 し た 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 技 術 に お け る 捕 獲 籠 シ ス テ ム に お け る 作 動 状 態 の 捕 獲 籠 装 置 を 例 示 し た 図 で
あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 捕 獲 籠 シ ス テ ム を 例 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 捕 獲 籠 シ ス テ ム の 非 作 動 状 態 の 捕 獲 籠 装 置 を 例 示
し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 捕 獲 籠 シ ス テ ム の 作 動 状 態 の 捕 獲 籠 装 置 を 例 示 し
た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 捕 獲 籠 シ ス テ ム の 、 鞘 部 材 の 無 い 装 置 を 示 し た 図
で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 鞘 部 材 付 き 捕 獲 籠 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 鞘 部 材 付 き 捕 獲 籠 装 置 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 捕 獲 籠 シ ス テ ム を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に よ る 捕 獲 籠 装 置 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に よ る 捕 獲 籠 シ ス テ ム を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ に 示 さ れ た 捕 獲 籠 シ ス テ ム の 捕 獲 籠 副 次 組 立 体 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 従 っ て 構 成 さ れ た 捕 獲 籠 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ の 捕 獲 籠 の 構 成 に よ る 捕 獲 籠 先 端 部 の 頂 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 第 ２ の 捕 獲 籠 の 構 成 に よ る 捕 獲 籠 先 端 部 の 頂 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 第 ３ の 捕 獲 籠 の 構 成 に よ る 捕 獲 籠 先 端 部 の 頂 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 別 な 捕 獲 籠 の 構 成 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ８ の 捕 獲 籠 の 構 成 の 斜 視 図 で あ る 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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摘要(译)

一种用于观察身体内部并用于从身体中的特定位置收集物体的医疗装
置，该医疗装置包括：内窥镜，其具有限定工作通道的管;能够相互缠绕
的物体还有一个抓篮。在本发明的一个实施例中，捕捉器不需要护套但
是通过工作通道定位，使得内窥镜可以容纳和激活无遮盖的护套篮。作
用。在本发明的另一个实施例中，使用在端部具有环的一根推线代替护
套以控制捕集器的打开和关闭。在本发明的另一个实施例中，围绕收集
篮的锥形漏斗形护套用于容纳并使收集笼运行。本发明通过最小化捕集
篮的横截面轮廓来改善工作通道中的流体的流速。
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